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 要  旨 
多周波ステップ ICW レーダは通常のフーリエ変換による目標速度検出処理を前処理として距
離推定に超分解能法を用いることで，従来の up/down 掃引 FMCW（Frequency Modulated 
Continuous Wave）方式に比べ短い観測時間と，パルス圧縮方式や FMCW 方式に比べ少ない送
信周波数占有帯域にて所望の距離分解能を得ることを可能とするレーダ変復調方式である（一次
元超分解能法）．本方式は，目標速度検出処理に通常のフーリエ変換を用いているため，観測時間
より得られる速度分解能以下の速度差の複数目標分離は困難である． 
本論文では多周波ステップ ICW レーダにおいて，距離方向だけでなく速度方向にも超分解能
法を用いて速度分解能の向上を図ることで，極めて小さい速度差の複数目標分離を可能とする距
離・速度二次元超分解能法を提案する．提案法を適用した場合，実用上の計算負荷を考慮すると，
計算量を低減する必要がある．そこで，二次元超分解能法の前処理としてパルスヒット方向に対
しプリサム処理を行い計算負荷の低減を図る． 
以上の提案法および一次元超分解能法に対し，24GHzソフトウエアレーダ装置を用いた近接
近速度移動２目標分離実験を行い，両者の目標分離性能を比較した．その結果，一次元超分解能
法で分離不可能である速度差を，提案法では分離可能であることを示した．  
また，二次元超分解能法における三種類の信号処理パラメータ，プリサム数，プリサム処理後
パルスヒット方向サブアレー数，ステップ方向サブアレー数が目標分離性能にどのように影響を
与えるかを，計算機シミュレーションおよび実験により評価・検討し，以下の結果を得た． 
 
・プリサム数を増加する程目標分離性能が向上するが，さらにプリサム数を増加すること 
で目標分離性能が劣化する可能性がある 
・プリサム処理後パルスヒット方向サブアレー数は増加する程目標分離性能が向上するが， 
ある点を境に性能が劣化してしまう 
・ステップ方向サブアレー数は目標からの到来信号数に近づける程目標分離性能が向上す 
る 
 
 
